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まちの話題
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

７
月
13
日
、
有
爾
中
の
宇
爾
桜

神
社
で
、
有
爾
中
地
区
に
伝
わ
る

伝
統
行
事
、
羯
鼓
（
か
ん
こ
）
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
疫
病
を
は
ら
っ

て
、
地
区
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
、
神
社
の
天
王
祭
り
に
奉

納
さ
れ
る
も
の
。
町
指
定
文
化
財

と
し
て
「
天
王
踊
保
存
会
」
が
伝

承
し
て
お
り
、
約
２
４
０
年
の
長

い
歴
史
を
も
つ
踊
り
で
す
。

こ
の
日
は
、
同
保
存
会
の
踊
り

手
が
頭
に
赤
熊
（
し
ゃ
ぐ
ま
、
白

い
馬
の
毛
）
を
か
ぶ
り
、
棒
じ
ま

の
浴
衣
に
腰
み
の
、
腹
に
さ
ら
し

を
巻
き
、
わ
ら
じ
に
手
甲
と
い
う

い
で
た
ち
で
、
羯
鼓
（
か
ん
こ
）

有爾中の羯鼓（かんこ）踊り

宇爾桜神社で豊作や地区の安全を願う

独特のいでたちで踊る羯鼓（かんこ）踊り

大
淀
祇
園
祭
と
花
火
大
会

勇
壮
な
山
車
の
曳
（
ひ
）
き
回
し

７
月
26
日
、
大
淀
地
区
で
大
淀

祇
園
祭
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
み

こ
し
や
山
車
の
曳
（
ひ
）
き
回
し
、

勇壮な山車の曳（ひ）き回し

海
上
渡
御
（
と
ぎ
ょ
）
、
夜
に
は

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
２
５

０
年
以
上
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝

統
行
事
で
、
無
病
息
災
と
農
・
漁

業
の
発
展
を
祝
い
、
毎
年
旧
暦
６

月
14
日
に
近
い
土
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
大
淀
小
学
校
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
児
童
た
ち
が
交
代

で
み
こ
し
を
担
ぎ
、
地
区
内
を
練

り
歩
く
「
子
ど
も
み
こ
し
」
や
、

若
者
た
ち
に
よ
る
勇
壮
な
「
山
車

の
曳
（
ひ
）
き
回
し
」
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
の
町
制
50
周
年
を

記
念
し
、
主
催
者
が
山
車
の
曳

（
ひ
）
き
手
を
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
。
た
く
さ
ん
の
大

人
や
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
山

車
に
乗
っ
た
若
者
た
ち
の
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
地
区
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

山
車
が
、
大
淀
漁
港
に
隣
り
合

わ
せ
た
２
隻
の
船
に
載
せ
ら
れ
、

港
内
を
回
っ
て
対
岸
の
神
社
に
到

着
す
る
と
い
う
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
「
海
上
渡
御
（
と
ぎ
ょ
）」

の
後
、
日
暮
れ
と
と
も
に
盛
大
な

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
火
大
会
で
は
、
町
制
50
周
年

を
記
念
し
た
仕
掛
け
花
火
な
ど
、

色
鮮
や
か
な
数
千
発
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
見
物
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

と
い
う
両
面
太
鼓
を
抱
え
、
円
形

に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

踊
り
に
は
、
花
が
さ
を
か
ぶ
っ

た
修
正
小
学
校
の
児
童
た
ち
も
大

人
と
一
緒
に
加
わ
り
、
羯
鼓
（
か

ん
こ
）
を
抱
え
て
踊
り
を
演
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が

青
い
法
被
姿
で
、
花
が
さ
を
か
ぶ

っ
て
踊
る
「
綾
踊
り
」
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

休
み
の
日
と
あ
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
人
が
神
社
を
訪
れ
、
盛
ん
に

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た

り
と
、
一
生
懸
命
に
踊
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
和
や
か
な
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
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斎
王
賞
「
儀
式
終
え
て
」

た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
夕

涼
み
会
の
様
子

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
森

下
　
清
代
表
）
で
は
第
26
回
斎
王

ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受

賞
者
を
決
定
し
、
８
月
10
日
、
い

つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
休
憩
所

で
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
86

人
・
２
０
２
点
の
応
募
の
中
か

ら
、
鈴
鹿
市
の
世
古
満
美
さ
ん
の

作
品
「
儀
式
終
え
て
」
が
、
斎
王

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
賞
の
受
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
町
長
賞
＝
三
瀬
　
誠
（
松
阪

斎
王
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
賞
に
鈴
鹿
市
の
世
古
さ
ん

７
月
20
日
、
人
権
セ
ン
タ
ー
で

夏
恒
例
の
夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
ふ
れ
合
い
と
交
流
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
さ
れ
い
る
も
の
で
、
今
年
で
９

回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
各
地
か
ら
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
や
子
ど
も
た

ち
が
集
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
ウ

キ
ウ
キ
金
魚
す
く
い
、
賞
品
付
き

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
各
種
ゲ
ー
ム

を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
屋
外
の
飲

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
焼
き
鳥
や
か

き
氷
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
買
い
求

め
る
人
の
行
列
が
で
き
る
な
ど
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
暑
さ
を
忘

れ
、
夕
涼
み
に
浸
り
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

人
権
セ
ン
タ
ー
の
夕
涼
み
会

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

市
）
、
▽
町
教
育
長
賞
＝
堀
木
光

一
（
松
阪
市
）
、
▽
町
議
会
議
長

賞
＝
井
村
義
次
（
伊
勢
市
）
、
▽

斎
宮
歴
史
博
物
館
長
賞
＝
刀
根
明

久
（
松
阪
市
）
、
▽
特
別
賞
＝
後

藤
ミ
ユ
キ
（
松
阪
市
）
、
岡
田
清

志
（
明
和
町
）
、
小
山
美
す
ゞ

（
伊
勢
市
）、間
宮
　
修（
明
和
町
）、

西
浦
正
夫
（
津
市
）
、
▽
入
選
＝

太
田
　
昇
（
明
和
町
）
、
中
世
古

武
也
（
鳥
羽
市
）
、
刀
根
肇
子

（
松
阪
市
）、
野
末
　
園
（
津
市
）、

阿
部
道
男
（
松
阪
市
）
、
朝
倉
隆

博
（
松
阪
市
）
、
稲
垣
宣
子
（
津

市
）、
横
山
達
弘
（
長
浜
市
）、
西

岡
千
代
子
（
明
和
町
）
、
朏
　
治

雄
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）

７
月
28
日
、
下
御
糸
小
学
校
で
、

町
制
50
周
年
記
念
「
み
い
と
フ
ェ

ス
タ
相
撲
大
会
（
同
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
主
催
）
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
精
霊
・
安
産
祈

と
う
相
撲
な
ど
、
下
御
糸
地
区
の

伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
「
相
撲
」
の
だ
い
ご
味
を
、

子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
。
町
制
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
企
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
武
蔵
川
部
屋
の
現

役
幕
内
力
士
・
垣
添
（
か
き
ぞ
え
）

関
と
同
幕
下
力
士
・
武
甲
（
た
け

現役力士の垣添関と子どもたちが交流

みいとフェスタ相撲大会

垣添関と子どもたちの交流

か
ぶ
と
）
が
来
町
。
志
摩
市
の
志

友
館
相
撲
道
場
の
小
・
中
学
生
た

ち
に
よ
る
模
範
相
撲
、
垣
添
関
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
、
両
力

士
に
果
敢
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

垣
添
関
は
、
子
ど
も
た
ち
を
片

手
で
つ
り
上
げ
た
り
、
土
俵
内
を

追
い
回
さ
れ
た
り
と
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
動
き
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。ま

た
、
お
昼
時
に
は
、
武
蔵
川

部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
３
５
０
人
分

が
、
子
ど
も
た
ち
や
会
場
を
訪
れ

た
皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
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明
和
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

９
月
13
〜
15
日
に
兵
庫
県
で
開

催
さ
れ
る
「
第
54
回
全
日
本
総
合

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
」
に
、
明
和
ク
ラ
ブ
（
西
山
和

人
監
督
、
部
員
21
人
）
の
皆
さ
ん

が
出
場
し
ま
す
。

明
和
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
42
年
結

成
の
伝
統
と
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
。

こ
れ
ま
で
も
、
国
民
体
育
大
会
や

全
国
大
会
に
数
多
く
出
場
し
、
全

国
制
覇
も
達
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
６
月
に
亀
山
市

で
開
催
さ
れ
た
東
海
地
域
の
大
会

で
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
西
山
監
督
は
「
５

年
振
り
の
全
国
大
会
出
場
で
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
全
国
大
会
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

明
和
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
出
場

第
54
回
全
日
本
総
合

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
へ

８
月
８
〜
10
の
３
日
間
、
明
和

中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

会
場
に
「
第
52
回
中
日
本
女
子
総

合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
中
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
合
な

ど
主
催
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
日
本
（
東
海

北
陸
・
信
越
地
域
）
９
県
の
代
表

43
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
・
一
般
の
４
部
門

に
分
か
れ
優
勝
旗
を
目
指
し
競
い

合
う
も
の
で
、
今
回
は
町
制
50
周

年
記
念
協
賛
事
業
と
し
て
、
本
町

が
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
総
合
体
育
館
で
盛

大
な
開
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
式
で
は
、
明
和
中
学
校
吹

奏
学
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
選

手
た
ち
が
入
場
。
地
元
代
表
の
雅

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
明
和
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
選
手
が
、
元

気
よ
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。９

・
10
の
両
日
は
、
明
和
中
学

校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
試
合
が
行
わ
れ
、

各
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

地
元
代
表
の
雅
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
明
和
中
学
校
は
、
と
も
に
初

戦
を
見
事
突
破
。
雅
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
準
決
勝
で
、
明
和
中
学
校

は
２
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
。雅

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
初
出

場
で
３
位
入
賞
を
果
た
す
と
い
う

快
挙
を
み
せ
、
町
制
50
周
年
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
日
本
女
子
総
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

雅
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
３
位

「
頑
張
り
ま
す
」
と
笑
顔
の
乾
君

８
月
29
・
30
の
両
日
、
東
京
の

国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第

24
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
」
に
、
三
重
県
選
手
団
20
人

の
一
員
と
し
て
、
明
星
小
学
校
６

年
生
の
乾
　
颯
人
君
（
明
星
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

乾
君
が
出
場
し
た
競
技
は
、
男

子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
。
所
属
す
る

南
勢
陸
上
ク
ラ
ブ
の
選
手
と
し

て
、
８
月
５
日
に
伊
勢
市
の
県
営

総
合
競
技
場
で
行
わ
れ
た
県
予
選

の
結
果
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
に
あ
た
り
乾
君

は
「
陸
上
競
技
は
小
学
校
４
年
生

の
時
に
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
初

め
て
の
全
国
大
会
で
す
。
チ
ー
ム

で
は
第
２
走
者
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
悔
い
の
な
い
タ
イ
ム
を
残
せ

る
よ
う
、
４
人
の
心
を
１
本
の
バ

ト
ン
に
託
し
、
優
勝
を
目
指
し
て

明
星
小
学
校
の
乾
君

陸
上
競
技
で
全
国
大
会
出
場

頑
張
り
ま
す
」
と
、
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
行
う
選
手
た
ち
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(2008年)
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まちの話題
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

県
内
で
来
年
７
月
29
日
〜
８
月

２
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
「
第

33
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

三
重
大
会
」
の
生
徒
実
行
委
員
会

広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
８
月
１

日
、
役
場
庁
舎
を
訪
問
し
、
町
長

に
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
来
庁
し
た
の
は
、
同

大
会
生
徒
実
行
委
員
会
委
員
長
の

江
藤
美
佳
さ
ん
（
四
日
市
南
高
校

２
年
生
）
と
伊
勢
エ
ビ
の
大
会
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
え

び
ぃ
」
の
着
ぐ
る
み
ほ
か
５
人
の

皆
さ
ん
。
ミ
ニ
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ

ー
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
大
会
Ｐ

Ｒ
グ
ッ
ズ
を
町
長
に
手
渡
し
た

後
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
み
え
び
ぃ
」
と
と
も
に
、

役
場
内
で
大
会
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。全

国
高
等
学
校
文
化
祭
に
は
、

県
内
で
は
明
和
町
を
含
む
15
市
町

が
参
加
し
、
24
部
門
の
発
表
会
や

展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
明
和
町
で
は
、
撮
影

会
や
、
高
校
生
た
ち
が
斎
宮
跡
な

全
国
高
校
総
合
文
化
祭

三
重
大
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
Ｐ
Ｒ

役
場
を
訪
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

町
総
合
体
育
館
で
７
月
26
日
、

明
和
町
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
群
馬
県
明
和
町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
親
善
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
11
年
６
月
に
友

好
提
携
し
た
群
馬
県
明
和
町
と
の

交
流
事
業
の
一
つ
。
教
育
・
文

化
・
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
な

ど
を
通
し
て
幅
広
く
交
流
し
、
親

睦
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
、
今

回
で
９
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
日
の
試
合
に
は
、
明
和
町

斎
宮
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
と
、

群
馬
県
明
和
町
の
明
和
少
Ｖ
Ｃ
が

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
親
善
交
流
試
合

群
馬
県
明
和
町
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

参
加
し
ま
し
た
。

親
善
交
流
試
合
で
は
、
町
長
が

「
群
馬
の
明
和
町
の
皆
さ
ん
、
遠

い
所
か
ら
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
明

和
町
で
の
滞
在
を
、
夏
の
思
い
出

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
。
岩
崎
李
香
選
手
（
群
馬

県
明
和
西
小
学
校
６
年
生
）
と
丈

迫
美
優
選
手
（
明
星
小
学
校
６
年

生
）
の
２
人
の
選
手
宣
誓
の
後
、

双
方
の
チ
ー
ム
が
３
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
、
群
馬
県
明
和
町
の
一

行
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
大
淀

祇
園
祭
の
花
火
大
会
を
見
学
し
ま

し
た
。

ど
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
歩
く

「
文
芸
散
歩
」
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

親善交流試合

三
重
県
消
防
操
法
大
会

明
和
町
消
防
団
が
準
優
勝

７
月
19
日
、
鈴
鹿
市

の
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
た
「
平
成
20
年
度

三
重
県
消
防
操
法
大

会
」
に
松
阪
支
会
（
明

和
町
・
多
気
町
・
大
台

町
・
松
阪
市
）
を
代
表

し
て
明
和
町
消
防
団
が

出
場
し
、
大
会
の
結
果
、

準
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内

消
防
団
の
技
術
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
も

の
で
、
一
年
お
き
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
県
内
各

支
会
の
12
消
防
団
の
代
表
が
出
場

し
ま
し
た
。
会
場
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
上
で
40
度
以
上
と
い
う
猛
烈
な

暑
さ
の
中
、
操
法
選
手
が
ポ
ン
プ

の
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
、
標
的
に

向
か
っ
て
放
水
す
る
「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
」
で
安
全
性
・
正
確
性
・

迅
速
性
を
競
い
ま
し
た
。

明
和
町
消
防
団
は
昨
年
の
９
月

か
ら
夜
間
、
各
選
手
が
仕
事
を
終

え
て
か
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た

が
、
選
手
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
、
松
阪
支
会
代
表
と
し
て

同
大
会
に
出
場
さ
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

第
１
分
団
（
明
星
）
＝
今
井
洋

介
さ
ん
、
第
３
分
団
（
大
淀
）
＝

西
岡
　
厚
さ
ん
、
第
３
分
団
（
大

淀
）
＝
家
城
和
司
さ
ん
、
第
２
分

団
（
斎
宮
）
＝
小
山
隆
伯
さ
ん
、

第
１
分
団
（
明
星
）
中
村
幸
司
さ

ん
、
第
３
分
団
（
大
淀
）
＝
山
崎

貴
也
さ
ん

小型ポンプ操法の競技を開始する選手の皆さん
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くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

町
制
50
周
年
記
念
事
業

金
と
く

あ
な
た
の
町
に

参
り
ま
す

〜
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
〜

公
開
録
画
の
観
覧
者
を
募
集

町
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
と

共
催
で
、
町
制
50
周
年
を
記
念
し

て
「
金
と
く
　
あ
な
た
の
町
に
参

り
ま
す
〜
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
〜
」

の
公
開
録
画
を
実
施
し
ま
す
。

観
覧
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次

の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
と
き

10
月
23
日
9

午
後
３

時
45
分
〜
５
時
30
分
（
開
場
は

午
後
３
時
の
予
定
）

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館

■
出
演
者

瀬
川
瑛
子
さ
ん
、
香

田
　
晋
さ
ん
、
梶
原
典
明
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料

■
応
募
方
法

下
図
を
参
考
に
、

往
復
は
が
き
で
申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

■
応
募
期
限

９
月
22
日
6
（
必

着
）

※
入
場
整
理
券
は
１
枚
に
つ
き
、

２
人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。
子
ど

も
（
１
歳
以
上
）
も
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
放
送
予
定

11
月
21
日
:

午

後
８
時
〜
８
時
43
分
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ(

東
海
･
北
陸
向

け
）

■
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
「
出
前
コ
ン

サ
ー
ト
」
係
、
平
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
、
（
H

０
５

９
・
２
２
９
・
３
０
１
２
、
\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.n
h
k
.

o
r
.jp
/
ts
u

）
へ

※
詳
し
く
は
、
政
策
課
（
H
52
・

７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【65歳以上の町民の皆さん】
敬老の日（９月15日）と敬老福祉大会開催日（10月５日）

町民バスを無料でご利用いただけます

９月15日Qの「敬老の日」と、10月５日Pの「敬老福祉大

会」開催日の両日に限り、町民で65歳以上の人は、町民バス

の利用運賃（通常：小学生以上＝１乗車あたり100円）を、

無料とさせていただきます。

ご利用の際、本人の申し出によって、対象の可否を確認さ

せていただきます。この機会に、ぜひ町民バスをご利用くだ

さい。

■とき ①９月15日Q（敬老の日）、②10月５日P（敬老福

祉大会開催日）

※敬老福祉大会について、詳しくは右記事をご覧ください。

■無料対象 各期日において65歳以上で、明和町に在住する

人

※詳しくは、総務課（H52・7111）へお問い合わせください。

平
成
20
年
度
敬
老
福
祉
大
会

■
と
き

10
月
５
日
5
（
受
け
付

け
＝
午
前
８
時
〜
、
式
典
＝
午

前
９
時
30
分
〜
、
演
芸
＝
午
前

11
時
〜
）

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館

■
持
ち
物

水
筒
・
座
布
団
・
案

内
状

※
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町
か
ら

高
齢
者
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

町
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
敬
老
の
日
を
祝
っ
て
「
平
成

20
年
度
敬
老
福
祉
大
会
」
を
、
10

月
５
日
5
に
開
催
し
ま
す
。

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
案
内
状
を
送

付
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
る
人
で
、

ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
９
月
12
日
:
ま
で
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
は
10
月
５
日
に
開
催

す
。
９
月
１
日
現
在
で
77
歳
・
88

歳
・
99
歳
の
皆
さ
ん
に
は
記
念
品

を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
９
月
１

日
現
在
で
80
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に

は
記
念
品
を
民
生
委
員
が
配
布
し

ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
長
寿
健

康
課
高
齢
者
福
祉
係
（
H
52
・
７

１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

敬

老

福

祉

大

会

〒514-8531

ＮＨＫ

「出前コンサート」

係

あなたの

①郵便番号

②住　　所

③氏　　名

※何も書かないで

ください。抽選結

果を印刷して、返

送します。

①郵便番号

②住　　所

③氏　　名

④電話番号

【往信　表】 【返信　裏】

【返信　表】 【往信　裏】
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くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

９
月
30
日
7
で
有
効
期
限
が
切
れ

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬

に
各
加
入
世
帯
あ
て
、
配
達
記
録

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
証
の
送
付
は
、
世

帯
単
位
で
の
送
付
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

国民健康保険保険証の更新

新しい保険証は

９月下旬に郵送します
各世帯単位で送付

夜間の道を明るく

防犯灯の点検・補修
明和ブロック電気工事組合の皆さん

明和ブロック電気工事組合（小林清男代

表）の皆さん11人が８月３日、ボランティ

アで町管理の防犯灯の点検・修理・清掃を

行っていただきました。

この活動は、夜間の道を明るくして犯罪

などを少しでもなくそうと、毎年行ってい

ただいているものです。

この日は、40カ所の防犯灯を点検・修

理・清掃。真夏の日差しが照りつける中、

町内各地の防犯灯を、１カ所ずつ丁寧に点

検などしていただきました。

明和ブロック電気工事組合の皆さん、あ

りがとうございました。

明和ブロック電気工事組合の皆さん

い
。10

月
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
を
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国 民 健 康 保 険

近
い
将
来
、
発
生
す
る
と
さ
れ

て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
に
備
え
、
８
月
４
日
、
役
場
研

修
室
で
、
町
職
員
が
「
図
上
防
災

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
明
和
町
で
起
き
う
る

被
害
を
想
定
し
、
災
害
対
策
本
部

と
各
班
の
連
携
し
た
災
害
対
応
を

図
り
、
初
期
対
応
を
確
認
す
る
た

め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

図
上
防
災
訓
練
と
は
、
災
害
時

と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
な
ど
を

設
定
し
て
、
机
上
で
災
害

対
応
に
つ
い
て
疑
似
体
験

し
、
町
役
場
の
各
対
策
部

が
災
害
事
象
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て

い
く
か
を
習
得
す
る
た
め

の
訓
練
で
す
。

午
前
８
時
に
熊
野
灘
沖

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
８
・
３
の
地
震
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
職
員
が
訓
練
進
行
者

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
）
と

訓
練
参
加
者
（
プ
レ
イ
ヤ

ー
）
に
分
か
れ
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
側
は
、
災
害
対
策
本

部
に
送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
整

理
・
分
析
し
、
対
応
の
検
討
に
あ

た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
津
波
避
難
指
示
や
自
衛

隊
の
派
遣
要
請
、
救
援
物
資
の
要

請
、
行
方
不
明
者
や
火
災
・
避
難

所
な
ど
の
状
況
に
関
す
る
情
報
の

や
り
と
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
同
じ
日
に
実
施

さ
れ
た
県
の
図
上
訓
練
に
連
動
し

て
行
わ
れ
、
町
と
し
て
は
、
初
め

て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

大
震
災
を
想
定
し
た
図
上
防
災
訓
練

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
て

図上防災訓練の様子

長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
で
、
こ
の

ほ
ど
、
次
の
お
２
人
が
「
厚
生
労

働
大
臣
特
別
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

■
岩
f
!
司
さ
ん
（
佐
田
）

■
土
生
勇
男
さ
ん
（
新
茶
屋
）

岩
f
さ
ん
は
、
平
成
４
年
12
月

か
ら
平
成
19
年
11
月
ま
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
土
生
さ
ん
は
、
平
成
元

年
12
月
か
ら
平
成
19
年
11
月
ま
で

同
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
本

年
７
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

岩
l
"

司
さ
ん
・
土
生
勇
男
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
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三重海区漁業調整委員会委員選挙の結果

三重海区漁業調整委員会委員選挙の投票が７月

31日、町内２投票所（大淀会館、みいと会館）で

行われました。明和町における当日有権者数・投

票率などは、次のとおりです。

■当日有権者数 227人

■開 票 総 数 197票

■有効投票数　 194票

■無効投票数 3票

■投　票　率 86.78㌫

＝開票結果＝
三重県全域・明和町における開票結果（得票順、

候補者別得票数）は、次のとおりです。

候補者氏名　県　全　域（うち明和町）

①　西川　豊博　1,233      票（ 0票）当選

②　東 岡 保　1,165      票（ 2票）当選

③　掛 橋 武　1,133.808票（ 0票）当選

④　浅井　利一　1,061      票（ 1票）当選

⑤　大 西 武 987.191票（ 21票）当選

⑥　長野　規一 912      票（ 0票）当選

⑦　黒田耕一郎 899      票（ 8票）当選

⑧　三 鬼 晃 865      票（ 1票）当選

⑨　石 倉 實 780      票（ 0票）当選

⑩　北村　圭司 581      票（ 159票）

⑪　畑　　　弘 286      票（ 2票）

合　計　　9,902.999票（ 194票）

くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

11
月
１
日
;
・
２
日
5
に
、
総

合
体
育
館
（
展
示
）
と
中
央
公
民

館
で
、
第
34
回
町
民
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
絵
画
や
写
真
な
ど

の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
・
芸
能
大
会
・
囲
碁
大
会
な

ど
た
く
さ
ん
の
催
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

出
品
作
品
を
募
集

【
出
品
規
定
】

■
出
品
で
き
る
人

町
内
在
住
者

お
よ
び
在
勤
者

■
出
品
作
品

各
部
門
１
人
２
点

ま
で
（
作
品
に
は
、
搬
出
時
に

自
分
の
作
品
が
確
認
で
き
る
よ

う
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
）

【
作
品
の
規
定
】

■
絵
画

油
絵
・
水
彩
・
素
描
・

版
画
な
ど

■
写
真

パ
ネ
ル
張
り
・
額
縁
付

き
（
大
き
さ
は
自
由
）

■
美
術
工
芸

民
芸
工
作
・
陶

芸
・
編
物
・
手
芸
・
彫
刻
・
造

花
・
和
紙
は
り
絵
な
ど

■
被
服

洋
裁
・
和
裁
作
品
な
ど

■
書
道

枠
張
り
・
額
縁
付
き
・

台
紙
張
り
（
パ
ネ
ル
に
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
）

■
俳
句
・
俳
画
・
短
歌

色
紙
・

短
冊
に
書
い
た
も
の

■
菊
・
錦
鯉
・
盆
栽
・
園
芸
・
生

け
花
お
よ
び
団
体

※
出
品
作
品
は
、
す
べ
て
所
定
の

ス
ペ
ー
ス
に
収
ま
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
出
品
申
し
込
み
】

■
期
間

９
月
24
日
8
〜
10
月
10

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
申
込
方
法

中
央
公
民
館
へ
直

接
申
し
込
み
。
申
し
込
み
の
際
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
作

品
の
種
類
を
申
込
書
に
記
入

【
搬
入
・
展
示
・
搬
出
】

■
搬
入
・
展
示

10
月
31
日
:

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
に

総
合
体
育
館
へ
搬
入
。
各
部
門

ご
と
に
委
員
と
出
品
者
で
作
品

展
示
を
実
施
。
展
示
に
必
要
な

白
布
・
台
紙
な
ど
は
、
教
育
委

員
会
で
用
意

■
搬
出

11
月
２
日
5

午
後
３

時
か
ら
作
品
の
返
却
を
し
ま
す

の
で
、
必
ず
こ
の
日
に
搬
出

※
作
品
の
搬
入
・
搬
出
の
経
費

は
、
出
品
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

※
総
合
体
育
館
へ
の
往
復
に
つ
い

て
は
、
特
に
交
通
安
全
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
中
央
公
民
館
（
H
52
・
７
１

３
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

町
民
文
化
祭

囲
碁
大
会
の

参
加
者
を
募
集

■
参
加
資
格

町
内
在
住
お
よ
び

在
勤
者

■
参
加
費

無
料

■
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
棋
力
を
記

入
し
、
中
央
公
民
館
（
〒
５
１

５
―
０
３
３
２
、
明
和
町
馬
之

上
９
４
４
―
６
）
へ

■
申
込
期
間

10
月
７
日
7
〜
10

月
24
日
:

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
H

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日
・
２
日
に
町
民
文
化
祭

出
品
申
し
込
み
は
９
月
24
日
〜
10
月
10
日

【 文 化 祭 催 し 物 の 案 内 】
①囲碁大会

■とき　11月１日V 午前９時～４時30分

■ところ　中央公民館

②カラオケ大会

■とき　11月１日V 午後６時30分～10時

■ところ　中央公民館

③芸能大会

■とき　11月２日P 午前10時～午後３時

■ところ　中央公民館

④作品展示

■とき　11月１日V

午前９時～午後４時、

11月２日P 午前９

時～午後３時

■ところ　総合体育館
前年の町民文化祭作品展示
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9月の日曜（窓口）開庁予定日

７・14・21・28日の各日曜日

町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施していま

す。日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明書の発

行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■９月の日曜（窓口）開庁予定日 ７日、14日、21日、28日

（各日曜日）

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきま

す。ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯にお配りしまし

た日曜（窓口）開庁取扱事務案内チラシか、町ホームペー

ジ（\h t t p : / /www . t ow n . m e i w a . m i e . j p /）をご覧

いただき、事前にご確認くださいますようお願いします。

※詳しくは、政策課（]52・7112）へお問い合わせください。

浄
化
槽
使
用
の

３
つ
の
義
務

浄
化
槽
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
２
つ
の
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法

７
条
・
11
条
）

①
浄
化
槽
法
７
条
検
査
＝
浄
化
槽

の
使
用
後
３
カ
月
を
経
過
し
た

時
点
か
ら
、
県
知
事
が
指
定
し

た
検
査
機
関
の
行
う
水
質
に
関

す
る
検
査
（
初
期
の
正
常
機
能

の
維
持
と
設
置
状
況
）

②
浄
化
槽
法
11
条
検
査
＝
毎
年
１

回
定
期
的
に
、
県
知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
の
行
う
水
質
に

関
す
る
検
査
（
保
守
点
検
・
清

掃
・
正
常
機
能
の
維
持
）

※
県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機

関
＝
2
三
重
県
水
質
保
全
協
会

（
津
市
、
H
０
５
９
・
２
２
６
・

０
０
１
０
）

■
浄
化
槽
の
保
守
点
検
（
浄
化
槽

法
８
条
・
10
条
）

浄
化
槽
の
各
装
置
の
稼
働
状
況

や
放
流
水
の
状
況
、
汚
泥
や
配
管

な
ど
の
目
詰
ま
り
な
ど
を
点
検

し
、
正
常
な
機
能
の
維
持
と
異
常

の
早
期
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。使

用
さ
れ
る
浄
化
槽
の
種
類
に

よ
っ
て
、
保
守
点
検
の
内
容
が
異

な
り
ま
す
。

◎
保
守
点
検
の
例

①
単
独
処
理
浄
化
槽
（
処
理
人

員
＝
20
人
以
下
、
処
理
方
法
＝

全
ば
っ
気
方
式
）
の
場
合
　
３

か
月
に
１
回
以
上

②
合
併
処
理
浄
化
槽
（
処
理
人

員
＝
20
人
以
下
、
処
理
方
法
＝

分
離
接
触
ば
っ
気
方
式
な
ど
）

くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

の
場
合
　
４
か
月
に
１
回
以
上

■
浄
化
槽
の
清
掃
（
浄
化
槽
法
９

条
・
10
条
）

町
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
、

浄
化
槽
の
汚
泥
・
ス
カ
ム
の
引
き

抜
き
や
付
属
装
置
な
ど
の
洗
浄
・

清
掃
を
、
１
年
に
１
回
（
全
ば
っ

気
方
式
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
６

か
月
に
１
回
）
行
い
ま
す
。

※
町
の
許
可
業
者
＝
0
明
和
ク
リ

ー
ン
（
H
52
・
５
５
１
７
）

浄
化
槽
法
に
基
づ
く

水
質
基
準
な
ど

浄
化
槽
法
の
改
正
（
平
成
18
年
）

に
よ
っ
て
、
浄
化
槽
の
放
流
水
に

水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ

て
い
な
い
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
罰

則
規
定
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
放
流
水
の
水
質
基
準
が
、
Ｂ
Ｏ

Ｄ
20
㎎
／
㍑
以
下
お
よ
び
除
去

率
90
㌫
以
上

■
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場

合
、
使
用
廃
止
届
け
の
提
出
義

務
■
罰
則
規
定
　
①
法
定
検
査
違

反
＝
30
万
円
以
下
の
過
料
、
②

保
守
点
検
・
清
掃
違
反
＝
６
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
。
水
中
の
有
機
物
に
よ
る
汚

濁
の
程
度
を
示
す
指
標
で
す
。

法
定
検
査
料
金
な
ど

三
重
県
で
は
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
、
新
方
式
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
検

査
の
導
入
と
法
定
検
査
料
金
の
改

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
改
正
後
の
法
定
検
査
料
金

単

独
・
合
併
処
理
浄
化
槽
と
も

に
、
①
処
理
人
員
20
人
以
下
＝

３
８
０
０
円
、
②
同
21
〜
１
０

０
人
＝
８
０
０
０
円
、
③
同
１

０
１
〜
３
０
０
人
＝
１
万
５
０

０
０
円
、
④
同
３
０
１
〜
５
０

０
人
＝
１
万
７
０
０
０
円
、
同

５
０
１
人
以
上
＝
２
万
４
０
０

０
円

◇
　
　
　
　
　
◇

※
浄
化
槽
の
管
理
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
上
下
水
道
課
（
H

52
・
７
１
２
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

上
下
水
道
課

皆
さ
ん
の
各
家
庭
で
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
状
態
を

正
常
に
保
つ
た
め
、
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
集
落
内
の
排
水
路
な
ど
、
公
共
用
水
域
の
汚

染
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ
れ
あ
い
企
画

名
水
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
な
ど
に
見
ら
れ
る
食
品

サ
ン
プ
ル
の
ふ
る
さ
と
、
岐
阜
県

の
「
郡
上
八
幡
」
を
訪
ね
ま
す
。

ろ
う
を
使
っ
て
、
エ
ビ
て
ん
ぷ

ら
や
レ
タ
ス
な
ど
、
本
物
そ
っ
く

り
の
食
品
サ
ン
プ
ル
を
作
り
ま

す
。
午
後
は
、
市
内
の
自
由
散
策

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き

第
１
回
＝
10
月
１
日
8

午
前
７
時
30
分
出
発
・
午
後
８

時
帰
着
予
定
、
第
２
回
＝
10
月

９
日
9

午
前
７
時
30
分
出

発
・
午
後
８
時
帰
着
予
定

■
と
こ
ろ

サ
ン
プ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
・
い
わ
さ
き(

岐
阜
県
群
上

市
）
ほ
か

■
内
容

食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
、

宗
祇
水
な
ど
郡
上
八
幡
市
街
の

自
由
散
策

■
定
員

各
回
と
も
40
人
（
先
着

順
）

■
参
加
費

３
０
０
０
円
（
体
験

料
・
保
険
料
を
含
む
。
昼
食
は

個
人
負
担
）

■
持
ち
物

タ
オ
ル

■
受
講
資
格

町
内
に
在
住
の
20

歳
以
上
の
人

■
申
し
込
み

９
月
16
日
7
〜
19

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
人
で
の
申
し
込
み
は
、
２
名

ま
で
と
し
ま
す
。
各
回
の
参
加
者

が
、
20
人
に
達
し
な
い
場
合
は
、

１
日
の
み
の
開
催
と
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
人
権
セ
ン
タ

ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

郡
上
八
幡
で

「
食
品
サ
ン
プ
ル
」
を
作
ろ
う
！

参

加

者

の

募

集

くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

連続人権講座を開催
第１回目は９月27日

連続人権講座を開催します。

第１回目の講座の内容は、次のとおり

です。皆さん、多数ご参加ください。

■とき ９月27日V 午後１時30分～

午後３時　

■ところ 人権センター

■演題 人権とは何か　今から間に合え

ば・・・

■講師 阿久澤麻理子さん（兵庫県立大

学環境人間学部准教授）

■申し込み 不要

■そのほか 手話通訳を希望される人は、１週間前までに人権センターにご連絡ください

※10月、12月にも、第２回目「おとなのいじめ（あなたを襲うパワーハラスメント）」、第３

回目「こどものいじめ（ある日突然・・・）」の講座（いずれも仮題）を予定しています。

※詳しくは、人権センター（H55・3052）へお問い合わせください。

普
通
救
命
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
普
通
救
命
講
習
会
を
、
次
の

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１
―

１
）

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
（
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
の

使
用
法
）

■
募
集
人
員

30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

■
受
講
料

無
料

■
受
講
申
し
込
み

９
月
８
日
6

〜
18
日
9
の
間
に
、
明
和
消
防

署
ま
た
は
、
消
防
本
部
・
最
寄

り
の
消
防
署
・
分
署
で
、
受
講

申
請
書
に
必
要
事
項
（
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
・

救
命
講
習
受
講
歴
）
を
記
入
の

上
、
提
出

※
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.m
ie
-
m
a
t
s
u
s
a

k
a
1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
、
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防

課
（
H
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
同
僚
が
人
が
も
し
も
の

と
き
、
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る

応
急
手
当
の
講
習
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

９
月
21
日
5

午
前
９

前年の連続人権講座の様子
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７月16日 
  ～８月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

54件 

8件 

8人 

0人 

46件 

423件 

100件 

125人 

0人 

323件 

－47件 

－3件 

－17人 

重傷者数 0人 9人 －3人 

－1人 

－44件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年８月15日現在） 

～ まもろうよ　きちんと　カチッと　ヘルメット ～ 

本年１月 
  からの累計 

1（＋1） 

0（±0） 

1（＋1） 

0（±0） 0（ー2） 

22（±0） 1（ー8） 

19（＋8） 

■町内の刑法犯認知件数（平成20年７月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

無料耐震相談会を開催します
平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災で犠

牲となられた人のうち、約88㌫が建物の倒壊に

より圧死されています。また、倒壊した建物の大

半は、老朽化した木造家屋でした。

明和町では、大地震から皆さんの大切な生命・

財産を守るための一助とするべく、木造住宅の無

料耐震相談会を開催します。

地震はいつ来るか分かりません。この機会を利

用して、ご自宅が地震に対してどのくらい安全で

あるのか、ぜひご確認ください。

■とき ９月28日P 午前10時～午後４時

■ところ 役場１階研修室

■相談時間 １件あたり30分程度

■持ち物 建物の図面や写真など、参考となる資

料

■予約受け付け ９月19日Uまで（土曜日・祝

日を除く。午前８時30分～午後５時15分）に

危機管理室へ

※予約なしで来場いただいても構いませんが、お

待ちいただく場合がありますので、事前に予約し

ていただくことをお勧めします。

※そのほか、詳しくは危機管理室（H52・7110）

へお問い合わせください。

松
阪
多
気
地
区
交
通
安
全
対
策

会
議
（
松
阪
市
・
多
気
町
・
明
和

町
・
松
阪
地
区
交
通
安
全
協
会
で

と
ま
と
ー
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

９
月
23
日
に

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

くらし
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平
成
20
年
度
後
期

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

予
備
講
習
会

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き

11
月
15
日
;

■
と
こ
ろ

三
重
中
京
大
学(

松

阪
市
久
保
町
１
８
４
６
番
地)

■
試
験
の
種
類

①
乙
種
第
四

類
、
②
丙
種

■
受
験
願
書
の
交
付

松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
松
阪
川
井
町
１
０
０
１
―

１
）
、
明
和
消
防
署
、
松
阪
県

民
セ
ン
タ
ー
地
域
・
防
災
室
で

交
付

■
受
け
付
け

９
月
12
日
:
〜
９

月
24
日
8
ま
で
に
3
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部

（
〒
５
１
４
―
０
０
０
２
、
津

市
島
崎
町
３
１
４
　
三
重
県
島

崎
会
館
１
階
）
へ
（
当
日
消
印

有
効
）

※
詳
し
く
は
、
同
支
部
（
H
０
５

９
・
２
２
６
・
８
９
３
０
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
乙
種
第
四
類
試
験
の
予
備
講

習
会

■
と
き

10
月
18
日
;

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室(

松
阪
市

嬉
野
町
１
４
２
９
―
１)

■
講
習
機
関

松
阪
地
区
防
火
協

会
・
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
　

■
定
員

90
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
費
用

３
８
０
０
円
（
資
料
代

な
ど
）

■
受
講
申
込
書
の
交
付

松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
、
明
和
消
防
署
、
広
域
消

防
各
分
署
で
交
付

■
受
け
付
け

９
月
12
日
:
〜
10

月
17
日
:
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
に
同
組
合
消

防
本
部
予
防
課
へ
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
同
組
合

消
防
本
部
予
防
課
（
H
０
５
９

８
・
25
・
１
４
１
２
）
ま
た
は
明

和
消
防
署
（
H
52
・
５
６
０
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

構
成
）
で
は
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
（
９
月
21
日
〜
30
日
）
」

に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く
交
通
安
全

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
と

ま
と
ー
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」

を
開
催
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

９
月
23
日
7

午
後
１

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
東
コ

ー
ト

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
室
（
H

52
・
７
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせ
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

松
阪
看
護
専
門
学
校

平
成
21
年
度
学
生
募
集

■
募
集
人
数

40
人
（
指
定
校
推

薦
・
一
般
・
社
会
人
を
含
む
）

■
修
業
年
数

３
年

■
試
験
場
所

松
阪
看
護
専
門
学

校
（
松
阪
市
鎌
田
町
１
４
５
―

４
）

◎
一
般
入
試

■
出
願
資
格

高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
お
よ
び
平
成
21
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
者
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
資
格
を
有

す
る
者
（
大
学
入
学
資
格
を
有

す
る
者
も
含
む
）

■
願
書
受
付
期
間

前
期
＝
10
月

６
日
6
〜
22
日
8
（
必
着
）
、

後
期
＝
平
成
21
年
１
月
５
日
6

〜
21
日
8
（
必
着
）

■
試
験
日
時

前
期
＝
11
月
３
日

6
（
文
化
の
日
）
、
後
期
＝
平

成
21
年
２
月
１
日
5

■
試
験
科
目

国
語
総
合
（
古

文
・
漢
文
を
除
く
）
、
一
般
教

養
、
面
接

◎
社
会
人
入
試

■
出
願
資
格

一
般
入
試
と
同
様

で
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

で
３
年
以
上
の
社
会
人
経
験
を

有
す
る
者

■
願
書
受
付
期
間

10
月
６
日
6

〜
22
日
8
（
必
着
）

■
試
験
日
時

11
月
３
日
6
（
文

化
の
日
）

■
試
験
科
目

一
般
教
養
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
松
阪
看
護
専
門
学

校
（
H
０
５
９
８
・
50
・
２
５
１

０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

松
阪
税
務
署

税
務
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動

預
け
払
い
機
（
A
T
M
）
を
操
作

さ
せ
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る
な
ど

の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ん

に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る

場
合
は
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た

申
告
書
な
ど
を
基
に
そ
の
内
容
を

ご
本
人
に
確
認
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
内
容
を
求
め
る
不

審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

は
、
指
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
連

絡
す
る
こ
と
な
く
、
最
寄
り
の
税

務
署
ま
で
電
話
な
ど
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
や
国
税
局
で
は
、
税
金

の
還
付
を
行
う
際
に
は
、
事
前
に

還
付
の
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
②
税
務
署
や
国
税
局
で
は
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
申
告
書
に
記

載
し
た
受
取
場
所
に
還
付
金
を
振

り
込
み
ま
す
。
③
税
務
署
や
国
税

局
で
は
、
電
話
に
よ
っ
て
「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
る
」
「
○
年
分

の
税
金
が
納
め
す
ぎ
で
す
」
な
ど

と
持
ち
か
け
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

を
金
融
機
関
な
ど
の
現
金
自
動
預

け
払
い
機
（
A
T
M
）
に
誘
導
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
④
税
務

署
や
国
税
局
で
は
「
０
１
２
０
」

で
始
ま
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電

話
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
総
務

課
（
H
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
っ
て
案

内
し
て
い
ま
す
の
で
、
税
務
署
を

選
択
す
る
場
合
は
「
２
」
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

め
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
、

犯
罪
の
防
止
に
役
立
つ
情
報
や
相

談
な
ど
を
、
松
阪
警
察
署
（
H
０

５
９
８
・
53
・
０
１
１
０
）
ま
た

は
警
察
総
合
相
談
電
話
（
H
♯
９

１
１
０
、
０
５
９
・
２
２
４
・
９

１
１
０
、
相
談
時
間
は
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
警
察
署
警
察

安
全
相
談
係
（
H
０
５
９
８
・

53
・
０
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

９
月
11
日
は

警
察
安
全相

談
の
日
で
す

９
月
11
日
は
「
警
察
安
全
相
談

の
日
」
で
す
。

近
年
、
全
国
的
に
銃
や
刃
物
を

使
っ
た
事
件
や
振
り
込
め
詐
欺
事

件
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

松
阪
警
察
署
で
は
「
け
ん
銃
ら

し
い
も
の
を
見
た
」
「
刃
物
を
持

っ
て
い
る
人
が
い
る
」
「
振
り
込

な
っ
と
く
！
法
務
局

市
民
講
座
受
講
者
募
集

津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局

津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局
で

は
、
法
務
局
の
事
務
内
容
に
つ
い

て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
・
内
容

第
１
回
＝
９
月

25
日
9

認
知
症
に
な
る
前
に

〜
成
年
後
見
制
度
を
ご
存
じ
で

10月１日現在で

「平成20年住宅・土地統計調査」が

実施されます

平成20年10月１日現在で「平成20年住宅・土地統計調査」が全

国一斉に実施されます。

この調査は、住宅・土地に関する最も基本的な調査で、国や都道

府県・市町村が、住生活に関する基本計画やまちづくり施策などを

立案するための大切な資料となります。

明和町では、無作為抽出された約

500世帯が調査対象となります。調

査対象となった世帯には、知事が任

命した調査員が調査票を持ってお伺

いしますので、ご理解とご協力をよ

ろしくお願いします。

※詳しくは、総務課（H52・7111）

へお問い合わせください。K
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町 民 バ 
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広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

す
か
？
〜
、
第
２
回
＝
10
月
23

日
9

相
続
登
記
を
す
る
前
に

〜
誰
と
遺
産
分
割
協
議
を
行
い

ま
す
か
？
〜
、
第
３
回
＝
11
月

20
日
9

相
続
登
記
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

※
受
講
時
間
は
、
い
ず
れ
の
回
も

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
で
す
。

■
と
こ
ろ

津
地
方
法
務
局
松
阪

支
局
（
松
阪
合
同
庁
舎
内
）
１

階
共
用
大
会
議
室

■
定
員

30
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
先
着
順
）

■
申
込
方
法

は
が
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
話
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
受
講
を
希

望
す
る
回
（
「
第
１
回
希
望
」

ま
た
は
「
第
１
回
・
第
２
回
・

９ 月 2 0 日 は 「 バ ス の 日 」 で す

９月20日Vは「バスの日」です。

路線バスなど、公共交通機関の利用者が減少すると、路線の廃止

が心配され、子どもや高齢者の皆さんの移動手段が奪われてしまう

ことになります。

この「バスの日」を契機に、公共交通のもつ意義を今一度お考え

いただき、その利用促進をお願いします。

第
３
回
希
望
」
な
ど
）
を
明
記

し
、
津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局

総
務
課
（
〒
5
1
5
│
8
5
1

0
、
松
阪
市
高
町
4
9
3
番
地

６
、
H
０
５
９
８
・
53
・
１
５

０
１
、
I
０
５
９
８
・
53
・
１

５
０
２
）
ま
た
は
同
支
局
総
務

課
受
付
窓
口
へ

■
申
込
期
限

９
月
12
日
:
（
必

着
）

※
詳
し
く
は
、
同
支
局
総
務
課

（
H
０
５
９
８
・
53
・
１
５
０
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も

ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
援

し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

９
月
15
日
6

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
講
師

奥
田
隆
利
さ
ん(

認
知

症
介
護
指
導
者
・
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
　
医
療
法
人
社
団
嘉
祥

会
）

■
内
容

①
認
知
症
の
基
礎
知

識
、
②
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

の
仕
方
、
③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
で
き
る
こ
と
な
ど

■
参
加
費

無
料

■
主
催

三
重
県

■
共
催

明
和
町
、
度
会
町

■
申
し
込
み

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
H
52
・
７
１
２
７
）

へ
※
講
座
終
了
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
H
52
・
７
１
２
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
つ
ら
つ
コ
ー
ナ
ー
を

同
時
開
催
し
ま
す

■
と
き

９
月
15
日
6

午
前
11

時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

■
内
容

①
お
や
つ
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
（
レ
モ
ン
ラ
ッ
シ
ー
、
寒

天
の
く
ず
き
り
風
、
ス
ク
エ
ア

ケ
ー
キ
）
、
②
介
護
予
防
の
展

示
、
③
歯
と
口
の
ケ
ア
コ
ー
ナ

ー
（
そ
し
ゃ
く
力
判
定
ガ
ム
な

ど
）
な
ど

■
申
し
込
み

不
要

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
H
52
・
７
１
２
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

障
が
い
者
総
合
相
談

「
マ
ー
ベ
ル
」

松
阪
・
多
気
地
域
障
が
い
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
「
マ
ー
ベ
ル
」

は
、
国
・
県
な
ど
の
委
託
に
よ
っ

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

生
活
や
就
業
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
、
障
が
い
者
相
談
支
援
専
門
員

が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

障
が
い
の
あ
る
人
、

そ
の
家
族
・
支
援
関
係
者

■
利
用
方
法

電
話
・
来
所
・
訪

問
相
談
な
ど

■
場
所

第
三
銀
行
松
阪
マ
ー
ム

支
店
隣
り
（
松
阪
市
船
江
町
）

■
受
付
日
時

月
〜
金
曜
日
（
国

民
の
祝
日
を
除
く
）
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
H

０
５
９
８
・
50
・
５
５
７
５
、
同

５
５
７
６
、
I
０
５
９
８
・
50
・

５
５
７
９
、
Nm

a
r
b
e
l
l

@
m
a
.m
c
t
v
.n
e
.jp

）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

K

第７回明和スポーツまつり

10月12日に開催
■とき 10月12日P・・・雨天中止

■ところ 明和中学校グラウンド

■開会 午前９時から

※当日の詳しいプログラムなどは、別途全戸配布

するチラシをご覧ください。そのほか、詳しくは

町体育協会（総合体育館内）（H52・7130）へお

問い合わせください。

前
年
の
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

の
様
子
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お知らせ
広報めいわ ９月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,307人　 

11,279人　 

12,028人　 

7,761世帯 

８月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

15人 

21人 

51人 

35人 

７月中の増減 

 

 

各
種
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
胃
が
ん
検
診
】

■
と
き

10
月
23
日
9

午
前
８

時
〜
10
時
30
分
　

■
定
員

50
人

■
負
担
金

１
０
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
胃
の
手

術
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

【
乳
が
ん
検
診
】

■
と
き

10
月
23
日
9

■
時
間
・
内
容

①
エ
コ
ー
検

査
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
各
40

人
■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

①
エ
コ
ー
検
査
＝
20

歳
以
上
の
人
、
②
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上
の
人

※
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
検
査
は
、
２
年
に
１
度
の
受
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
予
約

は
、
本
年
度
は
昭
和
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
人
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き

10
月
23
日
9

午
後
１

時
〜
２
時
　

■
定
員

80
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

※
各
種
が
ん
検
診
の
会
場
は
、
い

ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

す
。

※
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
予
約
申

し
込
み
は
、
10
月
６
日
p
か
ら
で

す
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１

１
６
）
へ
。

※
広
報
８
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
９
月
22
日
p
の
若
人

健
診
、
９
月
28
日
.
の
が
ん
検
診

の
申
し
込
み
を
９
月
８
日
p
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
が
ん
検
診
の
種

類
は
胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は

長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児

９
月
18
日

9
＝
平
成
18
年
２
月
生
ま
れ
、

10
月
16
日
9
＝
平
成
18
年
３
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

９
月
12
日

:
＝
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ
、

10
月
10
日
:
＝
平
成
19
月
３
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

９
月
19
日

:
＝
平
成
17
年
２
月
生
ま
れ
、

10
月
17
日
:
＝
平
成
17
年
３
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

９
月
24
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
名
前
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前
日

ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
H

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
と
き
・
対
象
者

９
月
17
日
8

平
成
20
年
４
月
〜
７
月
出
生
児

（
こ
れ
ま
で
に
未
参
加
の
人
）

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し

む
育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
中
村
幸
美

さ
ん
（
助
産
師
）

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま

で
（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
、
お
茶
･
ミ
ル

ク
（
必
要
な
人
）

■
申
し
込
み

前
日
ま
で
に
福
祉

子
育
て
課
（
H
52
・
７
１
１
５
）

ま
で
（
定
員
15
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
H
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
と
き

９
月
14
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
、
出
発
＝
午
前

８
時
15
分

■
集
合
場
所

斎
宮
歴
史
博
物
館

南
側
駐
車
場

■
コ
ー
ス

中
院
跡
、
竹
神
社
、

地
蔵
院
跡
を
巡
る
斎
宮
歴
史
探

訪
コ
ー
ス
（
約
３
>
）

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
歩
こ
う
会
の

バ
ス
ウ
ォ
ー
ク

■
と
き

10
月
19
日
5

集
合
＝

午
前
７
時
15
分
（
集
合
場
所
は

明
和
町
総
合
体
育
館
）
、
出

発
＝
午
前
７
時
30
分
、
解
散
＝

午
後
５
時
30
分
予
定

■
と
こ
ろ

京
都
東
山
（
八
坂
知
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収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■とき ９月16日R・29日Q（開設時間は、いずれも午後５時15分～

８時30分）

■ところ・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■とき ９月７日・14日・21日・28日（各日曜日。開設時間は、いず

れも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時まで

の間は窓口を閉じさせていただきます）

■ところ・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

９月の町税・保険料納付（納期限＝9月30日R）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。

■国民健康保険税＝６期
■介護保険料＝６期　■後期高齢者医療保険料＝２期
※納税には口座振替が利用できます。今月は29日Qに、お届けの預金口

座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預金

通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収税

対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

９月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！

恩
院
、
哲
学
の
道
、
禅
林
寺
、

銀
閣
寺
）

■
参
加
資
格

町
内
に
住
所
の
あ

る
人

■
参
加
費

３
０
０
０
円
（
バ

ス
代
、
旅
行
保
険
、
事
務
費

な
ど
）

■
持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
■
定
員

先
着
１
３
５
人

■
申
込
方
法

10
月
４
日
;

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
に
参

加
費
３
０
０
０
円
を
添
え
て
、

長
寿
健
康
課
窓
口
で
直
接
申
し

込
み
（
電
話
申
込
不
可
）

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
問
題
の

講
座
を
開
催

消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
講
座

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

９
月
26
日
:

午
前
10

時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

役
場
研
修
室

■
内
容

消
費
生
活
に
関
す
る
こ

と
■
講
師

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
啓
発

活
動
地
域
リ
ー
ダ
ー

■
定
員

30
人

■
持
ち
物

筆
記
用
具

■
申
し
込
み

不
要

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
産
業
課
企
業
誘
致

町
制
50
周
年
記
念
事
業

黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
の

う
た
と
コ
カ
リ
ナ
の

コ
ン
サ
ー
ト

「
コ
カ
リ
ナ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
コ
カ
リ
ナ
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
生
ま
れ
の
小
さ
な
木
の
笛
で

す
。
優
し
い
木
の
音
色
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

10
月
10
日
:

開
演
＝

午
後
７
時

■
と
こ
ろ
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
ふ

る
さ
と
芝
生
広
場
（
雨
天
の
場

合
は
、
い
つ
き
会
館
）

■
内
容

黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
の

「
う
た
と
コ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ

ー
ト
〜
も
う
ひ
と
つ
の
名
月
・

十
三
夜
の
月
の
下
で
〜
」

■
会
費

１
０
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
９
月
11
日
9
か

ら
販
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
め

い
わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
野
の
花
の
会
）
（
H
52
・
７

１
２
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

10
月
１
〜
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を

売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
と
き

は
契
約
書
を
作
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
作
成
し
て

も
、
後
に
な
っ
て
、
契
約
し
た
覚

え
が
な
い
と
か
、
内
容
が
お
か
し

い
な
ど
と
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

遺
言
書
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、

「
公
正
証
書
」
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
「
公
正
証
書
」
に
は
、
法

律
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
力
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
紛
失
し

た
り
、
知
ら
な
い
間
に
書
き
換
え

ら
れ
た
り
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。「

公
証
証
書
」
に
つ
い
て
の
相

談
は
、
無
料
で
す
。
ま
た
、
そ
の

内
容
を
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
公
証
人
合
同

役
場
（
〒
５
１
５
｜
０
０
３
４
、

松
阪
市
南
町
１
７
８
番
地
５
、
H

０
５
９
８
・
23
・
７
８
８
３
）
へ

商
工
観
光
係
（
H
52
・
７
１
３
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

黒坂黒太郎さん
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号
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Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成
2
0
年

（
2
0
0
8
年
）

N
o
.4
9
0

「しつけ？それとも虐待？」

１人で悩んでいませんか？

【相談窓口】

明和町福祉子育て課 ]52・7115

中勢児童相談所 ]059・231・5666

※お気軽に、まずはお電話してください。

■とき・内容 ①９月１日Q＝午前９時30分～正午、

行政・心配ごと相談、②９月16日R＝午後１時30分

～４時、心配ごと相談

■ところ 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H 52・

7056）へお問い合わせください。

今月の行政・心配ごと相談

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

前
年
の
十
五
夜
観
月
会

【おはなし小槌の読み聞かせ】

ふるさと会館では、子供を対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。楽しいお話しがたくさんあります。

■とき・内容 ９月28日P 午後２時～、絵本「らいお

んのがお」「パパ、お月さまとって！」、紙芝居「ま

いごの絵ちず」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【図書館員のお話し会】

■とき ９月25日{ 午前11時～

■ところ ふるさと会館１階児童室

【親子トールペイント】

簡単なトールペイントが親子で行えます。

■とき ９月27日V 午後１時30分～（約１時間半を予

定）

■ところ ふるさと会館１階児童室

■対象 大人または親子

■募集人員 15人（申込者多数の場合は、抽選）

■参加費 600円

■申し込み方法 来館または電話にて申し込み

■申し込み締め切り ９月17日S

【江戸狩野派の十人展】

夏の暑さも落ち着きを見せ、ようやく芸術の秋本番の

季節を迎えようとしています。そこで同館では、このた

び、初めての企画となる「江戸狩野派の掛け軸展」を開

催します。

狩野派は、画風を時代の趣向に合致させる点で優れた

画人を多く輩出しています。その画人たちの実に豊かな

美の世界をご鑑賞ください。

■とき ９月７日P～９月27日V

■ところ 歴史民族資料館（ふるさと会館２階）

※詳しくは、ふるさと会館（]52・7131）へお問い合

わせください。

【９月の休館日】

１日Q・８日Q・15日Q・22日Q・23日R・29日Q・30日R

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へお問い合

わせください。

【いつきのみや十五夜観月会】

旧暦８月15日の夕

べ、いつきのみや歴史

体験館で中秋の名月を

楽しみませんか。

■とき ９月14日P

午後６時～８時30分

■内容 ①野外（斎宮

跡 歴 史 ロ マ ン 広

場）＝2,000本のろ

うそく点灯式や明和町特産品販売・野点など、②館内

（いつきのみや歴史体験館）＝平安の月見をしのぶ雅

楽会

■参加無料

※ただし、館内のみ定員80人（先着順）とさせていただ

きます。当日午後５時から整理券を配布します。

※明和町特産品販売・野点席は、午後５時から行います。

※雨天の場合、野外の催しは中止します。

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（]52・3890）へ

お問い合わせください。
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